
忠岡町立忠岡小学校



学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

忠岡小学校 国語 A

考えられる課題

●漢字を書くことには、一定の
成果が見られるが、読むことに
ついても指導を工夫する必要が
ある。

正答率
（２） 76.2%

（３） 63.5%

無解答率
（２） 6.3%

（３） 6.3%

これからの指導の方向性

☆引き続き、朝学習や校内漢字検定の取組を
継続し、内容を工夫する。



課題を解決するために、
目次や索引を活用して、
本を効果的に読む。

正答率 46.0%

無解答率 11.1%

考えられる課題

●複数の情報を整理し、
解答することに課題が
ある

これからの指導の方向性

☆複数の情報を整理し、ものごとを
考えられる力を養う。

忠岡小学校 国語 B



詩の解釈における着眼点の違いを捉える。

正答率 36.5%

無解答率 25.4%

考えられる課題

●文の内容や意味を適切に捉え
られる力

これからの指導の方向性

☆文や言葉の意味を理解し、関連し
たことがらや内容を変えないで別の
表現を身につける指導を進める。

忠岡小学校 国語 B



・減法と乗法の混合した整数の計算をすることができ
る。・異分母の分数の加法の計算をすることができる。

忠岡小学校 算数 A

考えられる課題

●四則計算から進んだ基本
的な計算方法の定着。

正答率 （５）52.4%

（６）74.6%

無解答率 （５） 0.0%

（６） 1.6%

これからの指導の方向性

☆今後も朝学習での百マス計算等に継続して取り組むともに、そ
の内容について工夫を行う。



全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択する
ことができる。

忠岡小学校 算数 B

考えられる課題

●グラフの意味やグラ
フを用いて全体と部分
の関係を理解する力

正答率 41.3%

無解答率 3.2%

これからの指導の方向性

☆グラフの意味やグラフが示す内容について理解を深める指導
を行う。

☆学んだことを活かし、与えられた情報を基に、条件にあう解決
を考える指導を行う



昨年の昼食時間を見直したときに，今年は準備の時間を
何分間にすればよいかを書く。

忠岡小学校 算数 B

考えられる課題

●示された情報を基に，複数の
条件に合う解決を求める力。

正答率 19.0%

無解答率 7.9%

これからの指導の方向性

☆示された複数の条件をもとに、算数的な課題を
解決する指導の充実を図る。

☆示された情報を活かし、言葉・式を使って、求め
方や理由を説明できる力を育てる指導を行う。



（６）自分には、よいところがあると思いますか。

忠岡小学校 児童アンケート

あてはまる・どちらかと言えばあてはまる
41.3%

これからの指導の方向性

☆成果だけでなく、取り組む姿勢や
過程を大事にして評価していくこと
に留意し、教師、大人だけでなく、
児童からも認められる、また、児童
同士認め合える取組を学校教育活
動全体を通じて行っていく。

考えられる課題

●自分が認められる存在であると
の機会が十分でない。

（４７）学校の授業などで，自分の考えを他の人
に説明したり，文章に書いたりすることは難し
いと思いますか。

難しいと思う 31.7%

どちらかといえばそう思わない 33.3%

これからの指導の方向性

授業や行事等において、他者の意
見や考えを聞くとともに、自分の考
えを伝え、互いに認めあい、協力し
ていこうとする姿勢を育てる指導を
行う。

考えられる課題

●自信をもって自分の考えを書いたり、人に説
明したりする力と、それを適切に評価できる力
を養う



忠岡町重点目標にむけての分析及び今後の方向性

忠岡町重点目標

①授業内容がわかる
子どもをふやす

②授業で自分の考え
をまとめ説明や発表が
できる子どもをふやす

③家で計画的に学習す
る子どもたちを育てる

④読書に親しむ子ども
たちを育てる

⑤自分には良いところ
があると思う子どもた
ちを育てる

①授業のめあてや流れを明確にするとともに、わかりやすい発問や資料提示を
心がけた指導を行う。なお、資料提示等には、ICT機材を効果的に活用する。

②登場人物の心情や考えを問うことや、「何故そうなるのか」を問う発問の工夫
改善を進める。また、発問の意図を理解しやすくしたり、答を共有化するために
ＩＣＴ機材の効果的な活用を進める。

③家で計画的な学習を進めるため、保護者との連携を意識し、家庭学習がん
ばり週間等の取組の充実を図る。

④児童の読書意欲を高めるため、司書と連携し、学校図書室や学級文庫の整
備や読書表彰等の取組をすすめる。

⑤成果だけでなく、取り組む姿勢や過程を大事にして評価していくことにも留意
し、学校教育全体を通じて、自己肯定感を高める取組をすすめる。


